
 

 

産業医科大学 首都圏専門的産業医等養成支援事業（Ⅲ．情報発信・啓発事業） 

産業医科大学 

No.10 

医療機関における 

病気を抱える労働者が適切な治療を受けつつ仕事を続けるためには、どのような支援が必要なのか。 

このセミナーでは、産業保健スタッフの立場から、両立支援に係る取り組み・問題点について考え、 

組織における事例をもとに連携の進め方を学び、グループワークを通じて今後の方向性についても 

議論を深めていきます。 

また健康情報の取扱いや職場復帰支援プランの作成、意見書の書き方についても具体的にお伝えします。 

立 石 清一郎 
産業医科大学 准教授 
産業医科大学病院 両立支援科長 
同 就学・就労支援センター副センター長 

両立支援に関心の深い産業医、病院関係、人事労務担当者 

日本橋・神田周辺 

40,000 円（税込）懇親会費含む 

日本医師会認定産業医制度 
生涯研修単位申請中 

  意見書の記載方法、安全配慮と      

  合理的配慮に分ければ良いことを学び   

  とても有益であった。           

最新情報・詳細はホームページをご参照ください！ 
https://premium.med.uoeh-u.ac.jp/service/course/ 

 

産業医大 プレミアム 検 索 

〒807-8555 福岡県北九州市八幡西区医生ケ丘１番１号 

TEL：093-691-7251（直通） E-mail：shuto@mbox.pub.uoeh-u.ac.jp 

 

10 月５日  ･ ６日 

1. 厚生労働省基調講演 

2. 両立支援総論・基礎 

3. 意見書の作成実習 

4. 組織での展開 等 

～両立支援の推進にあたり、医療機関‐本人‐企業での連携の進め方を学び、ネットワークを作る～ 

両立支援推進 

厚 生 労 働 省 後 援 

9:00～16:30 14:00～19:00 

土 日 

※終了後懇親会あり 


